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研究成果の概要（和文）：ヒト歯をう蝕部にレーザー高吸収体配合齲蝕検知液を滴下し、う蝕部を染色したのち、染色
部をEr:YAGレーザーにて削除した。削除後、再度、染色を行い、Er:YAGレーザーにて染色部を削除し、染色しなくなる
までこの手技を繰り返した。Er:YAGレーザーの出力は100ｍJとした。試料は微少硬度測定装置（カリオテスター）にて
硬さ測定を行い、Er:YAGレーザーとラウンドバーでの削除後の象牙質の硬さを確認した。Er:YAGレーザーの削除した部
分と、ラウンドバーの削除した部分の硬さを比較、検討した。その結果、残存歯質の硬さはともに健全象牙質と同等の
硬さとなり、有意差は認められなかった。

研究成果の概要（英文）：In Japan, a caries lesion is stained using a caries detector, followed by removing
 the lesion using a spoon excavator to preserve caries-affected dentin. However, this procedure is difficu
lt depending on the caries area and size. We have been conducting research to remove caries selectively in
 an easy and accurate way. An experimental caries detector was dropped on sample to stain the caries lesio
n, and the stained area was removed using an Er:YAG laser. The process was repeated until the stained area
 was completely removed. The output of the Er:YAG laser was 100 mJ. The hardness of sample was tested usin
g a micro hardness testing machine (Cariotester). It was investigated the hardness of sample removed using
 Er:YAG laser and the steel bur were compared. As a result, the hardness of remaining dentin turned into t
he same hardness as sound dentin and the significant difference was not between using Er:YAG laser and the
 steel bur.
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１．研究開始当初の背景 
患者の治療時、できる限り少ない侵襲でと
どめるという考え、すなわち minimal 
intervention(MI)のコンセプトが歯科医師
の間で浸透しつつある。う蝕治療に関しても
MI により歯の削除量を減らすためにう蝕を
染め出すう蝕検知液の改良やう蝕を選択的
に削除する器機の開発が行われてきた。しか
し、それらの研究においても、う蝕治療にお
いて重要となるのは最終的には術者の感覚、
すなわちう蝕を染め出した場合にはどこま
で染まっているかを判断する視覚、う蝕を削
除する場合には手指の感覚に頼っている部
分が多く、う蝕治療の良否が術者の経験に左
右される可能性が高い。 
 
２．研究の目的 
我々は平成 18年度から 2年間の文部科学
省科学研究補助金（基盤研究（C））「レー
ザーの色吸収特性を用いたう蝕の選択的除
去」、平成 20年度から 3年間の文部科学省
科学研究補助金（基盤研究（C））「レーザ
ー高吸収体配合齲蝕検知液を用いたう蝕の
選択的除去」の研究を経て、色による選択
性ではあまり吸収特性に影響を受けなかっ
た Er：YAG レーザーであるが、歯質の削
除には最も適したレーザーであり、また組
織透過型の半導体レーザーよりも表面吸収
型である Er：YAG レーザーの方がより安
全に、かつ効率的に選択的う蝕除去が可能
になることを人工う蝕象牙質を用いて確認
した。平成 18 年度から 2 年間の文部科学
省科学研究補助金（基盤研究（C））「レー
ザーの色吸収特性を用いたう蝕の選択的除
去」、平成 20年度から 3年間の文部科学省
科学研究補助金（基盤研究（C））「レーザ
ー高吸収体配合齲蝕検知液を用いたう蝕の
選択的除去」から得たエビデンスを元に、
臨床現場において術者の経験に左右されず
う蝕部のみを除去できる選択的う蝕除去法
を確立する最終確認のための研究である。 
 
３．研究の方法 
ヒト歯をう蝕部にレーザー高吸収体配合
齲蝕検知液を滴下し、う蝕部を染色したの
ち、染色部を Er:YAGレーザーにて削除し
た。削除後、再度、染色を行い、Er:YAG
レーザーにて染色部を削除し、染色しなく
なるまでこの手技を繰り返した。Er:YAG
レーザーの出力は 100ｍJ とした。試料は
微少硬度測定装置（カリオテスター）にて
硬さ測定を行い、Er:YAG レーザーとラウ
ンドバーでの削除後の象牙質の硬さを確認
した。 
 
４．研究成果 
Er:YAGレーザーの削除した部分と、ラウ
ンドバーの削除した部分の硬さを比較、検
討した。その結果、残存歯質の硬さはとも
に健全象牙質と同等の硬さとなり、有意差

は認められなかった。 
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